
 

令和３年度国土交通省大臣官房官庁営繕部 

入札監視委員会委員名簿 

 

委員長   田
た

 辺
なべ

  新
しん

 一
いち

   早稲田大学理工学術院創造理工学部建築学科教授 

 

委員長代理  浦
うら

 江
え

  真
まさ

 人
と

   東洋大学理工学部建築学科教授 

 

委 員  岩
いわ

 島
しま

 秀
ひで

 樹
き

   大地法律事務所 弁護士 

 

委 員  大
おお

 野
の

 由
ゆ

香子
か こ

  慶応義塾大学商学部教授 

 

委 員  丹
に

 羽
わ

 秀
ひで

 夫
お

   公認会計士・税理士 

 

※委員は５０音順 

           



委　員　長 田辺　新一 （早稲田大学理工学術院創造理工学部建築学科教授）

委員長代理 浦江　真人 （東洋大学理工学部建築学科教授）

委　　　員 岩島　秀樹 （大地法律事務所　弁護士）

大野 由香子 （慶応義塾大学商学部教授）

　　　　　　　　 丹羽　秀夫 （公認会計士　税理士）

（備　考）

 　　０　件

 　　０　件

 　　　－

　　 　－

　　 ５　件

　　 ５　件

回　　　　　　答

・内部で基本設計を取りまとめており、本業務の前に別の業
務の発注はしていない。

・まとめて発注した方が受注されやすいと考えたためであ
る。

・毎年発注している業務ではない。

・官庁営繕部で制定している建築工事標準詳細図の改定作業
に本業務の成果を活用する。

・１者である。

・簡単な業務ではないものの、参加できる者は多数いたと思
われる。１者となった原因は分からない。

・平成２６年に策定し、平成３０年に改定している。なお、
平成２６年の策定及び平成３０年の改定については職員が
行っている。

・まだＰＦＩ事業として実施するか決定されていない段階
で、ＰＦＩ事業の業績監視支援業務を含めて発注ができない
ため、段階を分けて発注せざるを得なかった。

令和３年度官庁営繕事業における一貫した
ＢＩＭ活用に関する調査検討業務

内閣府新庁舎（仮称）ＰＦＩ手法による業
績監視支援業務

・複数の業務を一つにまとめて発注した狙
いは何か。

・本業務を発注した意図は何か。今後どの
ように展開されるのか。

・ＢＩＭガイドラインの改定は今までに
あったのか。

・参加表明を行ったのは何者か。

・１者となるような難しい業務なのか。ま
た原因は何か。

令和３年度第２回 国土交通省大臣官房官庁営繕部入札監視委員会

議 事 概 要

 　　　な　　し

出席委員

・本業務は毎年発注が行われている業務な
のか。従前行われている業務であるなら
ば、その割に落札率が低いように見えるが
何故か。

・特になし

委員会によ
る意見の具
申又は勧告
の内容

意　見　・　質　問

・本業務の前に基本設計業務等別の業務が
あるのか。

委員からの
意見・質
問、それに
対する国土
交通省の回
答等

 　合　計　

 指名競争

・内閣府新庁舎（仮称）ＰＦＩ手法による
整備検討業務の委託者と随意契約を行うの
であれば、まとめて発注を行えばよかった
のではないか。

中央合同庁舎第３号館外１件（２１）設備
改修実施図面作成等業務

令和３年度建築工事設計図書関係基礎資料
作成業務

国立国会図書館東京本館改修（２１）設計
業務

 開催日及び場所 　令和４年２月２日（水）Ｗｅｂ開催

 公募型及び工事

 希望型指名競争

 工　事　　　　　　　〔小　計〕

 一般競争

以下の議事について官庁営繕部より報告
・官庁営繕部工事及び建設コンサルタント業務等の発注状況
・指名停止等の運用状況
・入札談合に関する情報等への対応状況
・再度入札における一位不動状況
・低入札価格調査制度調査対象工事の発生状況
・一者応札の発生状況
・不調・不落の発生状況
・高落札率の発生状況
・再苦情処理に係る案件の有無

 随意契約

 コンサルタント業務

―

 　　　－

審議対象期間 令和３年４月１日～令和３年９月３０日

抽出案件


